フェイスシートの記入について　記入方法の確認

フェイスシートとは
「介護過程」におけるアセスメント（情報収集と分析）のための記録用紙

	介護過程とは

　専門的かつ科学的な方法によって介護上の問題あるいは課題を明確にし、解決あるいは支援するための方法を計画し、実施・評価するための一連の思考過程

介護過程の目的

　要介護者の生活上の課題を解決するための介護計画を考え、要介護者一人ひとりに適した質の高い介護を提供すること

介護過程の流れ

アセスメント⇒計画⇒実施⇒評価・考察⇒再計画


フェイスシート作成を通して「対象者がどのような人なのか」理解する手がかりとする。
　情報の集め方

　・対象者の観察

・対象者とのコミュニケーションの中で情報を得る

　・実習施設の職員に聞くことで情報を得る　
フェイスシート作成
①人型に着ている服や身に着けているもの（眼鏡・杖など）、髪型、見た目の特徴を記入する。
②身体的な特徴をその部位の周辺に記入する（例：総入れ歯　膝が痛む　麻痺がある）
③吹きだしの使い分け　　
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4 注意点
　　個人情報保護への配慮を十分に行う　個人が特定されない配慮をすること

　・固有名詞　（氏名　出身の町名　通院している病院名など）を記入しない

　・生年月日や入所年月日　は　○○年　○月　までの記入とする

演習：ＤＶＤの情報をフェイスシートに整理しましょう
　　　鈴木さんの言動を観察し、特徴をとらえよう。

　　　鈴木さんの「言葉では言ってないが、思っていると考えられること」もできるだけ
多く考え、記入しよう

フェイスシートデータ

鈴木花子さん　68歳　女性　　1932年11月8日　　大阪府堺市田出井町に生まれる

7人姉妹の5番目　　夫とは55年前に結婚。2年後、娘が誕生。夫と10年前に死別　　

娘は結婚し、男の子を3年前に出産。

5ヶ月前に脳梗塞を発症。左上下肢に麻痺があり、左の空間無視がある。現在、自宅復帰を目指して介護老人保健施設に入所中である。

明るい性格で、世話好き。だが今は「人の世話もできない」と嘆き、落ち込んでいる。

時々、娘夫婦が3歳になる孫を連れて面会に来ていたのだが、この2週間ほどは訪れていない。

電話などの連絡もない。

鈴木さんはそのことをとても気に病んでいて最近、元気がない。

最近、直接、言葉に出して言われることは下記のような内容である。

・「孫が会いに来てくれない。寂しい。」

・「娘から連絡がないのはなぜだろう。何かあったんだろうか。」

・「夜、眠れない。」

・「人の役に立てなくなった。もう私はダメだ。」

・「左側の物がうまく見えない」

「言葉では言ってないが、思っていると考えられること」

・孫に会いたい

・娘はどうしたんだろう　心配だ。

・辛い

・もう一度人の役に立ちたい

・見えないことが辛い

・歩行中、転びそうで不安

対象者が直接


言ったこと


























　言葉では言ってないが、思っていると考えられること
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